
 情報レポート 平成 30年 10月分  

（平成 30年 11月 10日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 10月 23日に公表した月例経済報告で、「景気は緩やかに回復している。先

行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩

やかな回復が続くことが期待される。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える影

響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響に十分留意する必要がある。」

としている。 

一方、県内中小企業では、前年同月比で DI値・景況で悪化したが、前月比では改善

した。原材料価格の高騰に加え、人手不足、最低賃金の引上げなどの影響を懸念する

声も多く聴かれるなど、県内中小企業の経営環境は依然として厳しい状況が続いてい

る。 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 食料品 

9月 26日～28日に東京で開催されました日本スペシャルティコーヒー協会の展示会

には過去最高の来場者があり、コーヒー市場の活況を思わせるものがありました。一

方、当組合のメンバーの話を聞くと 10月も特に平日の来店客数が低迷しているとの声

がありました。 

 

② 印刷 

 元々夏物は仕事量が少ないが、ここ 1～2 年は秋も仕事量が少なくなって来ている。

秋に仕事量が少ないと一年のトータルで黒字を出すのが厳しい。 

 

③ 窯業・土石製品 

 大阪府北部地震、台風 21号以降、災害修理用の瓦の注文が殺到し、その中でも棟瓦

や袖瓦に注文が集中して欠品が出ている。これらの棟瓦や袖瓦を製造しているのは約

10社しかなく現在フル生産しているが、市場に行き渡るには 12月～１月までかかる予

定である。 

 

④ 鉄鋼・金属 

前月と同様 景気は停滞ぎみで変化なし。前年同月比では、原材料の仕入れ値上昇

で販売価格に反映できず、利益率は悪く厳しい。 

 

⑤ 一般機器 

購入品が軒並み上昇 5％10％は当たり前。20％というところもあり急上に価格転嫁に

は苦慮する。 

 

 

 

 



⑥ その他 

 昨年に比べ、売上高が減少しており、収益の悪化が生じている。フェアーにおいて

も、売上げが落ち込んでいる。そのため、新商品開発として、白企画製品とデニムと

コラボによる鞄製作に取組み、11月浅草橋展示会（11月 6日～8日）に出展。今後も、

来春に向け眼鏡組合とのコラボを検討している。組合として 3月香港展示会に向けて、

地域ブランドの「豊岡鞄」の海外販路拡大に向けて研修会などを開催している。 

 

＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

最低賃金引き上げによる影響が避けられなく先行きが、なかなか読めない状況であ

る。 

 

⑧ 小売業 

10月度は月初に創業祭を行ったので前月比売上は大幅に UPした。地元の秋祭りが当

店定休日と重なったため、臨時営業したが売上にはあまり好影響はなかった。 

 

⑨ 商店街 

国内の需要が落ち込み、旅客船が来た時に売上が上がる。 

 

⑩ サービス業 

業況は一向に上向いてこず、物価は少しずつ上昇の兆しにあり、組合員からも景気

の冷え込みが厳しいとの声が挙がっている。 

 

⑪ 建設業 

当業界には若年労働者の入職が進まず、従業員の高齢化が進んでいるようです。組

合事務局の職員数は 2 年前の 3 倍となったが、ほとんどが高齢者となっています。今

年やっと 20代の職員が一人入社致しました。技術の継承のためにも業界全体でこの問

題に取り組んでいきたいと考えております。 

 

⑫ その他 

採用に関しては、日頃からの広報が出来ているところと、そうでないところの差が

出てきている。欠員が出ているときだけ採用も含めた広報をする、という従来型では、

なかなか採用が出来ない状況があるようだ。 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：事業部 情報企画課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

